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第１章 総則 
 
（名称） 
第１条 本会は明倫短期大学学生会と称する。 
 
（本部） 
第２条 本会の本部は明倫短期大学内に置く。 
 
（目的） 
第３条 本会は、本学学生によって運営される自治組織

であり、建学の精神に基づき、文化活動並びに

スポーツ活動などを通じて、会員相互の交流を

深め、学生生活の充実をはかることを目的とす

る。 
 
（事業） 
第４条 学生会の事業は次の通りである。 

（１） 学生会総会に関すること 
（２） 予算の管理・運営に関すること 
（３） クラブ活動に関すること 
（４） 明倫祭に関すること 
（５） その他、学生会主催の各種行事に関す

ること 
 
第２章 会員 
 
（構成） 
第５条 本会は次の会員をもって構成される。 

（１） 会員 
明倫短期大学に在籍する学生全員 

（２） 特別会員 本学教員 
（３） 賛助会員 本会の趣旨に賛同する者 

 
（会員の権利） 
第６条 本会員は次の権利を有する。 

（１） 本会の活動により生じるすべての利益
を平等に受けること 

（２） 本会の役員に立候補すること 
（３） 本会の運営するあらゆる活動に参加す

ること 
（４） 学生総会に参加し、議案の提出、その

審議、決議に参加すること 
 
（会員の義務） 
第７条 本会の学生は次の義務を有する。 

（１） 本会の決定を守り、協力すること 
（２） 本会の会費を納入すること 

 
（入会および退会） 
第８条 原則的に入会は本学への入学、退会は本学の卒

業をもって行うものとする。 
 
第３章 組織 
 
（組織） 

第９条 本会には総会と運営委員会を置く。 
 
（会長） 
第１０条 本会は学長を会長に推戴する。 
 
（副会長） 
第１１条 本会は学生部長を副会長に推戴する。副会長は、

会長の業務を代行することができる。 
 
（顧問） 
第１２条 本会に顧問を置く。顧問は、特別会員の中から、

会長（学長）が委嘱する。顧問は、本会の活動

について指導・助言を行うが、決議には参加し

ない。 
 
第４章 総会 
 
（役割） 
第１３条 総会は、本会の最高議決機関であり、次の各号

を任務とする。 
（１） 運営委員会より提出された基本方針案

及び、活動方針案の審査及び決定 
（２） 学生会主催行事の予算案及び決算案の

承認 
（３） 会則の改廃 

 
（定期総会） 
第１４条 定期総会は、年１回、運営委員会委員長が招集

することができる。 
 
（臨時総会） 
第１５条 臨時総会は次の場合、運営委員会委員長が招集

することができる。 
（１） 運営委員会が必要と認めた場合 
（２） 全会員の６分の１以上の要請があった

場合 
 
（成立） 
第１６条 総会は全会員の半数以上の出席をもって成立す

る。委任状は総会出席会員数を越えない範囲で

有効とする。 
 
（拒否権） 
第１７条 異議に対し参加者の過半数がこれを認めた場 

合、運営委員会の議決を否決することが出来る。 
 
（異議申し立てとリコール） 
第１８条 総会の決議に異議のあるときは、その理由を記

した文書を全会員の６分の１以上の署名と共に

運営委員長まで提出し、総会を招集することが

できる。 
 
第５章 運営委員会 
 
（役割） 



明倫短期大学学生会会則 ８－ ５－ ２ 

第１９条 運営委員会は本会の最高執行機関であり、総会
の議決に基づき、かつ、本会会員の理解のもと

に、公正で透明性のある活動をすることを旨と

する。 
 
（運営委員） 
第２０条 本会には会員により選出された次の運営委員を

置く。 
（１）クラス委員 
（２）クラブ代表   各１名 
（３）明倫祭実行委員長 １名 

 
（役員） 
第２１条 本会には次の役員を置く。 

（１） 委員長 １名 
（２） 副委員長 ２名 
（３） 書記 ２名 
（４） 会計 １名 
（５） 会計監査委員 ２名 

 
（選出及び任期） 
第２２条 役員の選出は、当面の間は会員により選出され

た運営委員の中から互選により役員を選出する

ものとし、任期は１年とする。ただし、会計監

査委員のうち１名は、特別会員の中から会長（学

長）が委嘱する。 
 
（定例委員会） 
第２３条 定例運営委員会は、委員長が招集する。 
 
（臨時委員会） 
第２４条 臨時運営委員会は次の場合、委員長が招集する。 

（１） 会員の６分の１以上の要請があった場
合 

（２） 運営委員から要請があった場合 
 
（成立） 
第２５条 委員会は半数以上の出席により成立し、委員長

はその都度選出する。委任状は出席者数を越え

ない範囲で有効とする。 
 
（出席） 
第２６条 委員長が必要と認めた会員は委員会に出席でき

る。この場合、出席した会員は発言権をもつが

議決権はないものとする。また、会員は委員会

の傍聴を行うことができる。会長、副会長及び

顧問はこれに出席し助言を行う。 
 
（審議事項） 
第２７条 運営委員会は次の事項を審議する。 

（１） 毎年度の予算案の決定・決算案に関す
ること 

（２） 本会会則案の制定、改廃に関すること 
（３） その他本会の運営案に関する重要事項 

 
（議決） 
第２８条 議事は出席委員の過半数をもって決定する。 
 
第６章 会計 
 

（会計） 
第２９条 本会の経費は会費、賛助金・寄付金、及びその

他の収入をもってこれにあてる。 
 
（会費） 
第３０条 会費は次の通りとする。 

（１） 会費 ３，０００円（年額） 
（２） 会費の納入方法は、原則的に授業料と

同時に払い込むものとする。 
（３） 特別会員の会費は年間３,０００円とす

る。 
（４） 賛助会員の会費は一口１，０００円以

上とする。 
 
（会計年度） 
第３１条 本会の会計年度は４月１日から翌年３月３１日

とする。 
 
（予算の執行） 
第３２条 予算の執行は総会で議決の後、運営委員を通し

て行う。 
 
（会計監査） 
第３３条 会計監査委員は、年１回以上、会計監査を行い、

その結果を会員に報告しなければならない。 
 
第７章 会則改正 
 
（会則改正） 
第３４条 本会則の改正は総会出席者総数の３分の２以上

の承認を得なければならない。 
 
附則 
この会則は、平成１７年４月１日より施行する。 
 
附則 
この会則は、平成１８年４月１４日より施行する。 
 
附則 
この会則は、平成２０年４月１１日より施行する。 


